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 前号で、今年度の重点目標について、ご説明いたしました。是非、重点目標を共有して

いただき、地域・家庭で「相手意識」をもった言動ができるようご協力をお願いします。 

今回は、重点的に育成を目指す「子ども像」「資質能力」「道徳性」についてご説明します。 

 

 

 

 

  

このように設定したのは、年度末の反省会議において、子どもたちの様子から重点として、

まず、どのような力をつけていかなければならないかを議論しました。その中で、子ども

の様子から、どの学年においてもすぐに諦めてしまう子どもが多くいる実態が浮かび上が

り、この、諦めてしまう気持ちや行動が成長を妨げていることを共有しました。また、こ

の諦めてしまう気持ちはどこから生まれてくるのかを考えたとき、わからないことをわか

らないといえない人間関係にあることやできないことが恥ずかしいという思いが強くある

ことが要因であると考えました。このようなことから諦めず最後までやり通すことや互い

に認め合う関係を築くことで子どもを成長させることができると考えました。 

 

 

 

 

 

                          先ほど示した「子ども像」に近     

づくためには、どのような資質・

能力や道徳性が必要かを考えま

した。 

自分の思いを伝えたり相手の 

考えを聞いたりしながら、みんながよりよい生活を送ろうという意識や態度を身につける

ことが必要です。そこで、その土台となる「心」を育むために、道徳の時間の中で重点的

に扱う内容を示しています。このように、道徳性で培った心を土台にした教育活動を展開

し、学校行事や学習時間、休み時間の遊びや係活動の場面など、様々な体験活動を通して、

子ども一人一人が主人公となって成長することで、２点示した子ども像が達成されるよう

に、職員の意識を一つにして、取り組んでいきますのでご支援ご協力をお願いいたします。 
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